
研究者たちよ， 
刃を研げ

先端総研のビジョンや社会的使命等に
ついてお聞かせください．

NTT先端技術総合研究所（先端総
研）は未来をどのようにつくっていく
のかを常に見据えて，基礎から応用ま
での幅広い研究開発を行っています．
具体的には，世界一の性能を極める情
報処理 ・ 通信技術，革新的発想で新技
術を創出するサステイナブル技術，そ
して人間の理解を深める人間科学 ・ バ
イオ技術を主軸にしており，世界一 ・
世界初，驚きの創出を実現していくこ
とで，IOWN（Innovative Optical 

and Wireless Network）構想を現
実のものとして推進しつつ，NTTグ
ループの競争力強化への貢献をめざし
ています．

先端総研は未来ねっと研究所，先端
集積デバイス研究所，コミュニケー
ション科学基礎研究所，物性科学基礎
研究所の 4 つの研究所で構成されてい
ます．未来ねっと研究所では，世界トッ
プレベルの光 ・ 無線の通信大容量化と
通信領域を拡大する萌芽的技術の研究
開発を行っています．先端集積デバイ
ス研究所では，新たな価値創造をもた
らすデバイス ・ 材料の研究開発を進め
ています．革新的な技術をシームレス
に世の中に出すために，IOWN総合イ
ノベーションセンタでデバイス開発を

担っているデバイスイノベーションセ
ンタと密接に連携して研究に取り組ん
でいます．コミュニケーション科学基
礎研究所では，こころまで伝わるコ
ミュニケーションの実現をめざすメ
ディア ・ 情報処理 ・ 人間科学の研究を，
物性科学基礎研究所では，ネットワー
ク技術の壁を越える新原理 ・ 新コンセ
プトの創出をめざす物質科学 ・ 電子物
性 ・ 光物性の研究を担当しています．

1980年代半ば，日本企業では基礎研
究所や中央研究所が次々と新設されま
した．バブル崩壊後，各社は相次いで
活動を停止したため，現存する基礎研
究所は非常に少なくなっています．ま
た，インフラの導入は一度決めてしま
うと，その更改が非常に難しいため，

「NTTの事業領域を拡大する先端技術の研究開発」「社会に変革をもたらす新原理 ・新コン
セプトの創出」「地球環境 ・人にやさしい技術の研究開発」をミッションとして研究開発に取り
組むNTT先端技術総合研究所．研究成果を社会貢献につなげるため，潮流を見定め価値創
造に臨んでいます．寒川哲臣所長に研究所の社会的使命や世界をけん引する研究者に必要な
マインドについて伺いました．

NTT先端技術総合研究所　
所長

PROFILE：
1991年日本電信電話株式会社 基礎研究所
入社．1999年ポールドルーデ研究所（ド
イツ)客員研究員，2004年内閣府 総合科学
技術会議事務局 参事官補佐，2006年物性
科学基礎研究所 主幹研究員，2007年先端
技術総合研究所 企画部，2010年物性科学
基礎研究所 量子光デバイス研究グループ
リーダ，2012年物性科学基礎研究所 量子
光物性研究部長，2013年物性科学基礎研
究所 所長を経て，2018年 6 月より現職．

寒川　哲臣 研究者の多様な個性を
最大限に活かして，
豊かなコミュニケーション環境を
創造する
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企業の研究所には将来を俯瞰して技術
を創出することが求められています．
こうした中，より良い技術を世の中に
出していくためにも，先端総研では物
事の原理 ・ 原則から研究するスタンス
を 重 視 し て お り， こ れ が 1 つ の バ
リューとなっているのです．

日本国内においては研究者の評価が世
界に比べてあまり高くない，研究費が少
ないと報道されていますね．

これらはなかなか悩ましい問題で
す．例えばスマートフォンの中身は昔
のスーパーコンピュータ並みのコン
ピュータが入っています．ところが，
これを実現した研究者らの努力は，製
品のインパクトの陰に隠れてしまい，
残念ながらあまり知られていません．
研究者は難しい成果を上げたことを伝
えるのが苦手なのかもしれませんが，
現在では研究所や研究者に求められる
ことは少し前と違い，研究の意義を伝
えることも仕事の 1 つとなってい
ます．

このことは想像以上に大変な課題で
あると認識しなければなりません．世
界初の成果は必ずしも性能が良いわけ
ではなく，さらに，新しいことである
がゆえに理解できる人がいないため，
誰かに相談すると，ほとんどの場合ネ
ガティブな反応が出てきます．それで
も自分の研究はここが優れていると自
ら納得し，説得し続けて初めて周囲の
協力を得ることができます．

私が物性科学基礎研究所の所長時代
には，報道発表をする際には，記者向

けに分かりやすく解説することに努め
ていたのですが，それでもまだ分かり
にくかったので，ライブ配信サービス
の「ニコニコ生放送」で一般の視聴者
に研究の意義を伝え，質問を受けてい
ました．このようなことを繰り返して
いくうちに，研究者自身が自分の研究
の本質をよく理解するという循環がで
きましたので，やって良かったと思っ
ています．

日本が他国の研究の後を追っていた
時代には，研究すべきことが分かって
いたともいえます．性能を上げ，連続
的な改良をしていけば良かったので
す．ところが今や日本はすでにトップ
グループの一員となり，指針を示す立
場です．次世代に取り組むべき課題や
テーマは何か，ルールを定めるのが役
割であり，単にテーマの課題をクリア
することだけでなく，新たなブレイク
スルーを起こすことが求められていま
す．ただ，日本人の研究者はこれがい
まだに得意ではないと感じています．
次世代の課題を定めることは大変難し
いことですが， 1 つのきっかけとして
今取り組んでいる課題を別の視点から
見直すことも重要です．そこで，研究
者には「刃を研げ」と伝えています．
パワーがあればいつかは切れるけれ
ど，刃を研いておけば簡単に切れると
いうイソップ童話の木こりと旅人の話
のように，研究開発の現場に「刃を研
ぐ」事例をうまく適用することができ
れば，現在直面している問題に対して
新たな解決方法を獲得することができ
ます．さらに，これを世の中の動向と

照らし合わせて一段高い立場から物事
を俯瞰することにより，新たな取り組
むべきテーマやソリューションを見出
すことができるかもしれません．

五感をフル活用し， 
刺激を全身で受け取ろう

新たなブレイクスルーを起こすための秘
策があるのですか．

NTT R&Dでは，次世代を意識した
取り組みを長年続けています．例えば，
私が物性科学基礎研究所の企画部に在
籍していた2000年には，アドバイザリ
ボードを導入しました．民間企業の研
究所が外部に評価を求めることは珍し
いのですが，私たちはNTT R&Dの価
値を自らの評価のみで判断することに
疑問を感じていました．そこで，将来
の通信や情報処理への貢献に資する研
究を実行するために海外の有識者のお
知恵を拝借しようと，当時の所長が主
体となってアドバイザリボードをス
タートしました．私は以前ドイツで研
究活動をしておりましたので，ヨー
ロッパで活躍している比較的近い分野
の先生にお声掛けをしました．先生方
からは，量子コンピュータ実現に向け
て超伝導ベースのテーマだけではな
く，将来の量子通信につながる光技術
にも重点を置くべきであるとご指摘い
ただいたこともあり，研究のポート
フォリオを見直すきっかけとなりまし
た． 2 年に一度のこの取り組みは20年
余り継続しており，ノーベル賞を受賞
した研究者や元ノーベル賞の選考委員
長などにボードメンバーとして入って
いただいています．フェローや上席特
別研究員の制度を設けたのもアドバイ
スによるもので，研究員が長く働く
きっかけにもつながっています．

また，物性科学基礎研究所では，BRL
（Basic Research　Laboratories）ス
クールも継続しています．これは海外
の大学院生 ・ 博士研究員と国内外の講
師を研究所にお招きし，講義とディス
カッションをとおして，将来の研究者
を育成することを目的としています．
ヨーロッパにはさまざまなサマース
クールがあり，そこで学んだ学生が大
学の教員となり，その後講師をすると
いう循環があるのですが，このような
取り組みがNTTの研究所にも不可欠
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であると考えて始めました．実際，初
回に参加した博士研究員が現在，ヨー
ロッパの大学で教授に就任し，イン
ターン生を私たちのところへ送り出し
てくれています．海外のコミュニティ
との密な連携は地理的に難しいことも
ありますが，信頼性が高まればそれも
問題ではなくなります．NTTの中だ
けでできることは限られていますか
ら，強みを持ち寄れる人間関係を築い
ていきたいものです．だからこそ新型
コロナウイルスの影響で，リアルな国
際会議を開けないのがとても残念で
す．現在はオンラインの国際会議が主
流なのですが，海外で発表し，研究室
を訪問するのとでは刺激が違います．
現地に行って，会って話すことで，今
まで意識していなかったことに気付く
ことが多いものです．

全身で受け取る刺激はとても大切なので
すね．

私がドイツで半導体中の電子を輸送
するために使っていた超音波について
議論していたときに，ドイツの研究者
たちが，過去にNTTが光通信に超音
波を利用していたことを教えてくれま
した．彼らは古い技術を見直して，半
導体表面での電子輸送に応用する，と
いう新しい機能を生み出していたので
す．このことがきっかけとなり，当時
私が研究していた「電子スピン」を半
導体中で輸送することに応用できない
かという着想に至り，帰国後も彼らと
定期的に議論しながら研究に勤しみま
した．このテーマは，半導体中での電
子スピンの状態制御や長寿命化に向け
た取り組みへと発展し，物性科学基礎

研究所で継続して研究が行われてい 
ます．

ところで，基礎研究や先端研究はな
かなか成果を上げにくいものです． 1
年に一度うまくいけば良いほうで，研
究のほとんどは失敗の連続です．こう
し た 現 実 に 臨 む た め に は， ま ず
Optimistic（楽観的）なマインドを持
つことが必要です．また，Optimistic
にも 2 種類あり，Definite，つまり確
信をもって臨む 人と，根 拠 の な い
Indefiniteな人がいます．ドイツの研
究者はDefiniteで，理論をベースにし
て見通しを立てて，研究を進めていま
した．実際の研究では，確信をもって
臨んでいてもうまくいかないことのほ
うが多いのですが，そのときは実験結
果と理論をもう一度見直して，仮説を
軌道修正していくことが大切になり 
ます． 

刺激を受けた言葉もいくつかありま
す．ノーベル賞を受賞した江崎玲於奈
先生とは，博士課程のころから何度か
議論する機会があり，先生はThink 
unthinkableという言葉を大切にされ
ていました．「若いのだから考えられ
ないことを考えなさい．年齢や失敗を
重ねるとJudicious mind （思慮分別
のある精神）がだんだん身につく一方
で，Creative mind（想像力）が失
われていくものです」と話されていま
した．加えて米国の起業家，ピーター ・
ティールのZero to One．ゼロから
新しい何かを生み出すという意味のこ
の言葉も先端総研の使命を表現する一
言です．私たちもイノベーションの創
出に向けてこれらの言葉を大切にし，
これからもさまざまな挑戦を続けてい

くつもりです．
そのための環境を構築し，守ってい

くのがマネージャの仕事です．そのう
えで，私は研究者の多様な個性を最大
限に活かせるように，ルールは最小限
にしてその中で研究者が伸び伸びと活
動でき，そこに上司がサポートするよ
うな環境づくりを心掛けています．先
端総研では，これが一番良い成果が出
る方法であると信じています．特に，
研究者に自分の研究成果のビジネスへ
の応用を考えさせすぎるとアイデアが
小さくなってしまいますから，そのあ
たりは別のプロデューサとしての役割
を持つ人に任せて，魅力ある素材をつ
くることだけに注力してほしいです．

マネジメントの醍醐味は 
研究者が化けたとき

ご自身も研究者でありながらマネジメント
の立場となられました．第一線で研究活
動を継続することを望む方も多いと思い
ます．研究者をマネージャに起用する意
義はどこにあるのでしょうか．

私は博士卒で入社しましたから，
ずっと研究を続けていくのだろうと
思っていましたが，マネジメントの立
場となりました．しかし，大学に残っ
て研究者となったとしても，いずれ大
学の教員となり，仕事の半分はマネジ
メントとなるので，結局同じことだと
考えています．

研究所におけるマネージャは，第一
線で研究成果を上げている人を評価す
るので，評価される側が納得できる存
在でなければなりません．しかも，研
究の方向性について判断する場合も研
究者としての勘所が重要になります．
つまり，深い見識があり，他を納得さ
せることのできる説明力と人間力を兼
ね備えていることが必要になります．
マネジメントは研究とは別物であると
とらえる人もいますが，逆にマネジメ
ントをすることによって自らの研究に
ついて整理できるという作用もあるの
で，私は両者は密接につながっている
と考えています．

私が物性科学基礎研究所の所長だっ
たときには，第一線で研究する立場に
はなかったのですが，自身の過去の実
験データを基に論文を書いていまし
た．さすがに現在は当時のように論文

6 2021.7



厚木にある先端総研にお邪魔した
当日は気持ちの良い風が吹き，木々の
緑がまぶしいほどで，所長室の前では，
所長自ら笑顔で迎えてくださいました．
壁一面に書籍などが並ぶ空間にどっし
りとした机．いかにも所長室という印象
を受けましたが，1つ違和感のあるも
のが目にとまりました．それはトレーニン
グ器具のように見えました．「実はコロ
ナ禍で通勤時間に渋滞するようになっ
たので，始業の 2時間前に到着して，
スポーツ実験棟でゴルフのデータをとっ
て分析しながらじっくりとフィードバックし

ているのです」と寒川所長．プロゴル
ファー秘伝のノウハウをYouTube等で
勉強しては検証しているのだとか．「ま
さに研究者気質ですよね」との一言に
周囲の方も至極納得していました．イン
タビュー会場の準備中もお気遣いをい
ただき，錯覚を体感できるノベルティで
研究活動を紹介してくださいました．私
も実際に経験することで研究内容に興
味を持ち，心を動かされました．さりげな
く，そして，スマートに魅力をアピールさ
れるお姿にマネジメントの極意を学ばせ
ていただいたひと時でした．

を書くことはありませんが，論文に連
名で入ることはありますので，それに
ついての議論は継続しています．研
究 ・ 論文にかかわる時間が非常に少な
いのは残念ではありますが，自身の代
わりに研究を進めてくれている優秀な
人がたくさんいますから，彼らの背中
を押してあげることが現在の仕事だと
思っています．しかも，そうした中で
自分の考えとは異なるセンスの良いア
プローチを見ると感心するものです．

研究者が化けたとき，これが研究所
におけるマネジメントの醍醐味です．
テーマを変え，さまざまな経験を積み
重ねるうちに，研究者が次のステップ
に向けて急に成長することがありま
す．私が想定していた以上の見解や成

果を研究者が見せてくれるときが，何
よりの幸せです． 

NTT R&Dが提唱したIOWN構想と
その構成要素であるオールフォトニク
ス ・ ネットワークは，先端総研の悲願
を実現するビジョンです．30年前，私
が駆け出しの研究者のころにめざして
いたことが現実味を帯びてきました．
これになぞらえれば，30年後を見据え
て，次の構想を今から立てていくこと
も大事であると考えています．間違っ
た方向に進まないように舵を取ってい
きながら，研究者とともに先端総研を
挙げてアイデアを出し，実現するため
のロードマップを示すことで，世界の
リーダーシップを取りたいと考えてい
ます．

社内外の研究者，技術者の皆さんに一
言お願いできますでしょうか．

日本が勝ち残るには新しい技術やイ
ノベーションの創出が不可欠です．研
究者 ・ 技術者は使命を持ってやり続け
ていただきたいと考えています．日本
の技術力は昔から高いのですが，ルー
ルや流れをつくるのがうまくないと感
じています．研究力 ・ 技術力を上げる
ために，方向性を定め，ビジョンを示
して世界のトップに立ち続けましょう．

日本人の研究者は本当に優秀です
が，昔は奥手に見え，押しの弱さが目
立つ人も多かったものです．しかし，
最近の若い世代はだいぶ変わってきま
した．国際会議の場でも，自身の専門
とは違う分野についても学ぼうとして
いますし，参加したからには何かを得
ようと積極的に質問をするなど，頑
張っている姿をよく見かけます．彼ら
は，堂々としていて期待が高まります．
技術の覇権争いは熾烈を極めている厳
しい状況ですので，もう一度気合いを
入れ直して日本を盛り上げていきま
しょう．

（インタビュー：外川智恵/撮影：大野
真也）

※ インタビューは距離を取りながら，アクリル

板越しに行いました．
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